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対がん１０ヵ年総合戦略 （厚生省、文部省、科学技術庁）

がん克服新１０か年戦略 （厚生省、文部省、科学技術庁）

第３次対がん１０か年総合戦略 （厚生労働省、文部科学省）

1981（昭和56）年 悪性新生物が死亡原因の第１位となる

1984（昭和59）年4月

1994（平成6）年4月

2004年（平成16）年4月

がん対策基本法 成立
がん対策基本法 施行
第１期がん対策推進基本計画 閣議決定
第２期がん対策推進基本計画 閣議決定

2006（平成18）年6月
2007（平成19）年4月
2007（平成19）年6月
2012（平成24）年6月

がん研究の総合的戦略のながれ

健康・医療戦略 策定（関係大臣※申合せ）

「がん研究分野に対して関係府省が連携して戦略的かつ一体的に推進するため、「がん対策推進基本計画」の示すとおり、今後のあるべき方向性と
具体的な研究事項等を明示する新たな総合的ながん研究戦略を平成25年度に策定し、平成26年度からは新たながん研究戦略に基づいた研究を推
進する。」

2014（平成26）年4月 ～ がん研究１０か年戦略 （厚生労働省、文部科学省、経済産業省）

1第３期がん対策推進基本計画 閣議決定2018（平成30）年3月

2013（平成25）年6月

国立研究開発法人 日本医療研究開発機構（AMED）設立2015（平成27）年4月

健康・医療戦略推法 施行2014（平成26）年

※内閣官房長官、情報通信技術（IT）政策担当大臣、内閣府特命担当大臣（科学技術政策）、総務大臣、
外務大臣、文部科学大臣、厚生労働大臣、経済産業大臣、国土交通大臣



がん研究１０か年戦略の概要「根治・予防・共生～患者・社会と協働するがん研究～」

(2014（平成26）年３月31日 文部科学、厚生労働、経済産業３大臣確認)

「基本計画」の全体目標【平成19年度からの10年目標】

今後のあるべき方向性

（１）がんの本態解明に関する研究
（２）アンメットメディカルニーズに応える新規薬剤開発

に関する研究
（３）患者に優しい新規医療技術開発に関する研究
（４）新たな標準治療を創るための研究
（５）ライフステージやがんの特性に着目した重点研究領域

１）小児がん ２）高齢者のがん
３）難治性がん ４）希少がん等 に関する研究

具体的研究事項

（６）がんの予防法や早期発見手法に関する研究
（７）充実したサバイバーシップを実現する

社会の構築をめざした研究
（８）がん対策の効果的な推進と評価に関する研究

・がんの予防と早期発見 ・がんとの共生
・がんの根治をめざした治療
・がん患者とその家族のニーズに応じた

苦痛の軽減

我が国の死亡原因第一位であるがんについて、患者・社会と協働した研究を総合的かつ計画的に推進することにより、がん
の根治、がんの予防、がんとの共生をより一層実現し、「基本計画」の全体目標を達成することを目指す。

戦略目標

・がん研究を継続的に推進していくため、
研究者の育成等にも取り組む。

（１） がんによる死亡者の減少
（７５歳未満の年齢調整死亡率の２０％減少）

（２） すべてのがん患者とその家族の
苦痛の軽減と療養生活の質の維持向上

（３） がんになっても安心して暮らせる
社会の構築

・産官学が一体となり、「がんの本態解明研究」と「実用化をめざしたがん研究」が一体的かつ融合的につながった疾患研究として推進
・臨床現場から新たな課題や国民のニーズを抽出し研究へと還元する、循環型の研究開発
・研究成果等の国民への積極的な公開による、国民ががん研究に参加しやすい環境の整備と、がん研究に関する教育・普及啓発
・研究推進における利益相反マネジメント体制の整備

【研究開発において重視する観点】
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（１）がん研究
（２）人材育成
（３）がん教育、普及啓発

「がん患者を含めた国民が、がんを知り、がんの克服を目指す。」
①科学的根拠に基づくがん予防・がん検診の充実 ②患者本位のがん医療の実現 ③尊厳を持って安心して暮らせる社会の構築

第２ 分野別施策

第１ 全体目標

第３ がん対策を総合的かつ計画的に推進するために必要な事項

４．これらを支える基盤の整備

（１）がんの１次予防
（２）がんの早期発見、がん検診

（２次予防）

（１）がんゲノム医療
（２）がんの手術療法、放射線療法、薬物療法、免疫療法
（３）チーム医療
（４）がんのリハビリテーション
（５）支持療法
（６）希少がん、難治性がん

（それぞれのがんの特性に応じた対策）
（７）小児がん、ＡＹＡ（※）世代のがん、高齢者のがん

(※)Adolescent and Young Adult：思春期と若年成人

（８）病理診断
（９）がん登録
（10）医薬品・医療機器の早期開発・承認等に向けた取組

（１）がんと診断された時からの緩和ケア
（２）相談支援、情報提供
（３）社会連携に基づくがん対策・がん患者支援
（４）がん患者等の就労を含めた社会的な問題
（５）ライフステージに応じたがん対策

３．がんとの共生２．がん医療の充実１．がん予防

１．関係者等の連携協力の更なる強化
２．都道府県による計画の策定
３．がん患者を含めた国民の努力
４．患者団体等との協力

５．必要な財政措置の実施と予算の効率化・重点化
６．目標の達成状況の把握
７．基本計画の見直し

第３期がん対策推進基本計画（平成30年３月９日閣議決定）（概要）
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「がん研究10か年戦略」の中間評価に係る記載

「がん研究10か年戦略」
（平成26年３月31日 文部科学、厚生労働、経済産業３大臣合意）

がん研究の進捗状況や、国内外のがん研究の推進状況の全体像、がん患
者をはじめとする国民のニーズを正確に把握した上で、「基本計画」の見直し
も踏まえ、本戦略の中間評価と見直しを行う。

「第３期がん対策推進基本計画」
（平成30年３月９日 閣議決定）

【取り組むべき施策】
「がん研究10か年戦略」は、本基本計画を踏まえ、中間評価や内容を見直す

こととしており、国は、現状のニーズや我が国に求められる研究について、有
識者の意見を参考にしつつ見直す。

【個別目標】
国は、２年以内に、「がん研究10か年戦略」のあり方について検討を行い、新

たな課題や重点的に進めるべき研究を盛り込む。その際、必要に応じて、現在
ＡＭＥＤで行われている事業の研究領域を見直し、科学技術の進展や臨床
ニーズに見合った研究を推進する。
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